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酪農学園同窓会だより
HP:https://rakuno.org/

第７巻

2022年度　累計卒業生数

大　学　院　計	 1,742名

大　　学　計	 33,755名

短　　大　計	 9,487名

高　　校　計	 21,556名

合　　計　計	 66,540名

酪農義塾　計	 303名

酪農学校　計

	 ＊91,517名

総合計

	 158,360名

地区支部の設置状況（　）は未設置

北海道１区：石狩　３支部（１）（江別）
北海道２区：道央　６支部（２）（空知１）（胆振２）
北海道３区：道南　５支部（２）（後志１）（後志２）
北海道４区：道北　６支部（１）（留萌１）
北海道５区：道東　６支部（０）計26支部

東　北　地　区：６支部（０）
関東甲信越地区：10支部（０）
中　部　地　区：７支部（０）
近　畿　地　区：６支部（０）
中　国　地　区：５支部（０）
四　国　地　区：４支部（０）
九　州　地　区：８支部（０）計46支部

発行日2024年１月１日
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2023年度 理事会・代議員会報告

　好天に恵まれた５月27日（土）午後３時から約２時間半、
新札幌の「新さっぽろアークシティホテル」アークホールを
会場に2023年度の理事会・代議員会が開催された。 
　南は大分県から北は宗谷までの地区支部役員と単位同窓会
役員総勢42名の出席により開催された。会議に先立ち、加藤
会長のご挨拶ののち、2022年度にご逝去された同窓生への黙
祷が行なわれた。
　理事会・代議員会の成立要件の確認後、議長に南繁氏、議
事録署名人に新谷良一氏、志田和仁氏を選任した。南議長の
進行により議事が進められた。
　議案では１）2022年度事業報告並びに収支決算について。
事務局から事業報告、決算報告ののち、伊藤明美監事から監
査報告をいただいた。
２）各単位同窓会・地区支部活動報告については各地区会長・
支部長や単位同窓会長等からそれぞれの地区や単位同窓会の
活動内容が報告された。
３）任期途中での役員・代議員の変更について提案され、了
承された。
４）2023年度事業計画並びに収支予算案が提案され、承認さ
れた。
５）積み残し課題については、検討委員会での検討結果が報
告され、協議の結果、会則改定案と実施規則制定案は一部修
正を加え了承され、統合問題は継続審議として後日の三役会
で検討することとなった。
６）その他では理事会の会則違反解消のため、次年度から代
議員会のみの開催とすることが提案されたが会則変更や反対
意見もあり、継続検討課題となった。
　最後に今回新たに選任された理事、代議員の方々の自己紹
介が行われた。
　議長解任のあと、岡田勉副会長から閉会挨拶が行われた。
　懇親会はコロナウイルス感染防止上から中止し、会議出席
者には昨年同様にお弁当をお持ち帰りいただいた。

会長新年挨拶

酪農学園同窓会　会長　加藤　清雄
（獣医学科1972年卒）

　明けましておめでとうございます。
同窓生の皆様にはご健勝にて新年を
お迎えのことと思います。新型コロ
ナウイルス感染症がウイズコロナ政
策からさらに第５類感染症に引き下
げられ、待ちに待っていたかのよう
に各地で同窓会が活発に開催される
ようになりました。同窓会開催にご
尽力いただきました各支部役員の皆
様、ご参加くださいました同窓生の皆様に感謝申し上げます。
また各地で同窓生の皆様に大変お世話になりました。厚くお
礼申し上げます。
　昨年、大学では入学定員を満たすことができなかった学類
があります。大学にとって定員を満たすことは経営上、また
酪農学園の建学の精神を備えた人材を社会に送るという使命
を果たす上で非常に重要です。コロナ禍は全国から入学生を
集めている大学に志願者減の影響を与え、本学はこの影響を
受けた可能性があります。またウクライナ侵攻や円安による
飼料や燃料の価格高騰などに起因した酪農の危機が報じられ
ています。酪農の危機は「酪農」を冠する大学にとっても危
機であると認識しなければならないでしょう。様々な原因が
考えられるでしょうが、何よりも酪農学園大学が夢の実現や
人格形成に相応しい魅力ある大学であると若者に認められる
ことが大切であると思います。昨年は５月に岩野英知学長が
就任し、７月に髙島英也理事長が就任されました。学園に新
しい風が吹き始めています。同窓会は学園と協議し、同窓会
が担える活動を行うことにより学園の発展に貢献できればと
思っております。同窓生の皆様のご協力をお願いいたします。
　また10月には東京浜松町に酪農学園東京プラザがオープン
いたしました。酪農学園や酪農学園の卒業生が製造した乳製
品等が陳列販売されています。グランドオープン当日SNSに
発信し同窓生にお知らせしたところ、「近くに酪農学園」、「必
ず行きます」、「これから行きます」などたくさんの反響があ
りました。関東の方々や北海道までは足を延ばせないけど東
京に行く機会がある方にとって身近な酪農学園になることで
しょう。パンフレットではない真の酪農学園の一端がここか
ら発信され、酪農学園を愛する人々が増えることを期待した
いと思います。
　年頭にあたり、皆様のご健勝とご繁栄を心より祈念し新年
のご挨拶といたします。
 （2023年11月１日記）
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2022年度　一般会計収支決算書
自 2022年4月 1日 至　2023年3月31日

科　　　目 22予算額 22決算額（B） 差異（B-A） 備　考

単位同窓会負
担金 957,374 957,374 0 単位同窓会

住所管理業務
受託金 2,600,000 2,600,000 0 酪農学園より受

託＊
募集活動業務
受託金 3,000,000 3,000,000 0 酪農学園より受

託＊＊
同窓生会館管
理業務受託金 1,800,000 1,800,000 0 酪農学園より受

託＊
酪農学校学籍
業務受託金 500,000 500,000 0 酪農学園より受

託＊
貴農同志会業
務受託金 240,000 240,000 0 貴農同志会より

受託＊
大学校友会業
務受託金 2,500,000 2,436,660 －63,340 大学校友会より

受託＊

受取利息金 0 185 185 　

雑収入 0 0 0 　

校友会地区支
部助成金 5,398,883 5,417,833 18,950 631名×9,500－返

還金（69名）1/3
当年度収入計

（Ａ） 16,996,257 16,952,052 －44,205 　

前年度繰越金 18,957,608 18,957,608 0 　

収入合計
（Ｂ） 35,953,865 35,909,660 －44,205 　

　 　 　 0 　

人件費 7,100,000 7,122,000 22,000 ３名分（校友会
等受託料含）

運営費 2,080,000 2,101,610 21,610 　

　（法定福利費） 1,100,000 1,150,380 50,380 ３名分（事業所
負担分）

　（消耗品費） 160,000 79,923 －80,077 事務用品等

　（光熱水費） 350,000 514,462 164,462 電気・灯油・下
水道等

　（旅費交通費） 10,000 4,100 －5,900 交通費

　（通信費） 20,000 8,470 －11,530 電話代

　（福利厚生費） 100,000 55,940 －44,060 香典、傷害保険
等

　（消耗器具費） 180,000 149,975 －30,025 冷暖房機器等

　（雑費） 160,000 138,360 －21,640 振込手数料等

住所等調査費 50,000 23,305 －26,695 調査資料購入費

募集活動業務
費 200,000 0 －200,000 入試説明会等

生涯学習講座
運営費 1,200,000 250,000 －950,000 同窓会助成金

特別会計繰入
金 2,000,000 2,000,000 0 施設管理費（同

窓会館）他
事業費（地区
支部助成金） 8,500,000 7,428,546 －1,071,454

　（活動費） 1,000,000 106,766 －893,234 総会等活動助成
金

　（通信費） 3,500,000 3,348,409 －151,591 総会案内、会報
郵送料等

　（旅費交通費） 2,800,000 1,871,435 －928,565 総会等、地区支
部長会議等旅費

　（会議費） 300,000 268,320 －31,680 会場費等

　（印刷製本費） 900,000 1,833,616 933,616 会報発行費等

予備費 14,823,865 0 －14,823,865

当年度支出計
（Ｃ） 35,953,865 18,925,461 －17,028,404 　

当年収支差額
（Ａ－Ｃ） －18,957,608 －1,973,409 16,984,199 　

次年度繰越金
（Ｂ－Ｃ） 0 16,984,199 16,984,199 　

2022年度　特別会計収支決算書
自　2022年4月 1日 至　2023年3月31日

科目 22予算額（A） 22決算額（B） 差異（B-A） 備　考

前年度繰越金 6,812,749 6,812,749 0 　

一般会計から
の繰入金 2,000,000 2,000,000 0 施設管理費（同

窓会館）等

寄付金 0 0 0

受取利息金 500 81 －419 利息

収入合計 8,813,249 8,812,830 －419 　

基金取崩 0 0 0 　

支出合計 0 0 0 　

次年度繰越金 8,813,249 8,812,830 －419 　

同窓会役員（理事・監事）一覧
（任期:2021～2023）　2023.5.21現在

役職名 氏　名 所　属

顧　問 野村　　武 大学（獣医１期）卒

会　長 加藤　清雄 大学（獣医５期）卒

副会長

首藤　　恵 とわの森三愛高校（文理科１期）卒（高校同窓会長）

古川　豊記 短大（Ⅱコース５期）卒（短大同窓会）

野　　英二 大学（酪農11期）卒（校友会会長）

岡田　　勉 関東甲信越会長（大学酪農２期）卒

理　事
（単位同窓会）
　高校 ５名
　短大 ３名
　大学 ９名
　計 17名

（地区同窓会）
 12名

（12地区）
 １名

（関東甲信越）
　計 13名

総計 30名

長井　信之 機農高校（酪農経営11期）卒

三宅　幸治 機農高校（農業科10期）卒

幸田　幸弘 短期大学（酪農25期）卒

長谷川光夫 短期大学（Ⅱコース９期）卒

山﨑　惠子 三愛女子高校（普通科６期）卒

野原　康一 とわの森三愛高（普通科６期）卒

岡本　英竜 大学（酪農24期）卒

中出　哲也 大学（獣医12期）卒

上村　篤正 大学（食科１期）卒

浦上　　渉 大学（食流１期）卒

山崎　耕太 大学（環マネ１期）卒

志田　和仁 大学（地環１期）卒

上井　仁美 大学（生命３期）卒

下田　尊久 道１地区会長（大学酪農12期）卒

髙谷富士雄 道２地区会長（大学酪農７期）卒

吉田　英明 道３地区会長（大学酪農20期）卒

青木　哲也 道４地区会長（短大Ⅱコース２期）卒

菊地　誠道 道５地区会長（短大Ⅱコース５期）卒

遠藤　秀之 東北地区会長（大学酪農16期）卒

福山　二仁 関東甲信越副会長（大学獣医３期）卒

藤井　敏夫 中部地区会長（大学酪農９期）卒

山本　浩光 近畿地区会長（大学酪農８期）卒

髙蓋　和朗 中国地区会長（大学酪農６期）卒

藤井　傳也 四国地区会長（大学獣医12期） 卒

樺木野　昂 九州地区会長（大学酪農７期）卒

監　事　２名
伊藤　明美 短期大学（教養１期）卒

立川　直生 大学（地域環境４期）卒



酪農学園同窓会だより

4

就任のご挨拶

� 副会長・酪農学園大学附属
� とわの森三愛高等学校同窓会長
� 首藤　　恵(高校文理科　第１期卒)

　2022年度にコロナ禍
のため書面にて行われま
したとわの森三愛同窓会
総会で皆様からの承認を
得まして、この度同窓会
会長に就任しました。
　私は、これまでも同窓
会役員のメンバーとして、
学校祭時の同窓会ブース
の出店や卒業を迎える３
年生の同窓会入会式時に校舎を訪れることが度々あり、恩師
や学び舎を懐かしむ機会がありました。コロナ禍前の、学校
祭の際は、我が子も一緒に参加しながら、鉢植えやソーセー
ジを販売したり、体育館で在校生とバザーを楽しんだりして
いました。
　そんな子どもも、この春からとわの森の生徒として入学し
ており、部活動に勉学にとお世話になっています。�我が子が、
同じ学び舎で３年間過ごす事を思いますと、感慨深く思いま
す。
　今までは、同窓生として携わってきましたが、我が子に対
応いただく教員の熱心さに保護者として思う事ですが、教員
の皆様は生徒の為に三愛精神のもと全力で教育活動に取り組
んで頂いていることは私が在学中にも感じていましたが、そ
のスタンスは変わりないのだと、感じています。
　コロナ禍で同窓会活動が自粛される数年間ではありました
が、とわの森三愛の前身であります「機農高校」「三愛高校」
の大先輩と共に「とわの森三愛高校同窓会」の活動が同窓生
同士の横のつながりだけでなく、縦のつながりも持ち、広い
ネットワーク社会の中で同窓会や同期会等活発な活動のお手
伝いをしていきたいです。
　今は、SNS等を通じての繋がりが安易ではありますが、同
窓会のHP等で卒業生の活躍の場を紹介させて頂いたり、卒
業生の牧場や企業を巡る「道の駅巡り」ならぬ、「同窓生スタ
ンプラリーマップ」等作成したら、もっと同窓生同士、改まっ
た会ではなくとも、気軽に交流しこれから仲間になるであろ
う現役の学生さんたちとも交流のきっかけに繋がればと・・
マップの実現までは、まだまだ遠いかもしれませんが、同窓
生の皆さん、同窓会活動にアイディアを募集していますので、
どうぞご一報ください！�職場や町内のご近所に同窓生はい
らっしゃると思います！
　少子化の今、ますます選ばれる魅力ある学校づくり、自己
形成や自己表現など個性を尊重しつつ世の中のニーズに答え
られる人材育成づくりの大切さが求められています。微力な
がら、高校の発展や同窓生の活躍に同窓会活動が役立てられ
ればと思いますので、同窓生の皆様！�同窓会活動を今後とも
どうぞよろしくお願い致します。

就任のご挨拶

� 理事・四国地区会長・香川県支部長
� 藤井　傳也（大学獣医　12期卒）

　前会長渡辺博文氏から
引き継ぎいたしました藤
井です。よろしくお願い
いたします。
　酪農学園同窓会会則第
３条の目的は、「単位同窓
会、地区支部同窓会会員
相互の親睦交流と酪農学
園の建学の精神を広く社
会に啓発し、かつ、自ら
の実践を図り、併せて酪農学園の発展に寄与すること」となっ
ております。
　黒澤酉蔵先生が、三愛主義、健土健民を建学の精神とし、
北海道酪農義塾を1933年に設立し90年が経過、同窓生の皆
様が地域で、地球規模で活躍されているのは誇らしい限りで
あります。
　しかし直近、国内では酪農をめぐる情勢は厳しく、日本の
酪農は、85％が赤字経営でうち６割が廃業を考えていると言
われています。原因は、人口減少による需要の減少、資材高、
円安の影響が考えられ特に四国では構造的な要因即ちトウモ
ロコシなどの穀類、乾草などの輸入依存により、自作よりも
購入した方が安く手に入るため購入資材に依存するようにな
り、この影響で四国内は、2008年532戸が2022年には228
戸と半分以上が減少し、いまだ歯止めがかからない状況です。
酪農学園は、酪農が衰退すればますます学生が減少し学園も
厳しいと考えざるをえません。
　ここ最近他大学は、利便性や好環境など自校のファンを増
やすため生き残りをかけて、積極的に移転しているのが散見
されます。
　本学は、札幌市に隣接した江別市であり、また広大な固定
資産を擁しており運営に問題はないと思われますが、近年の
受験者数の減少は非常に気になるところでもあります。
　私の就任期間中、酪農学園同窓会のもと、次の通り取り組
みたいと考えています。
・�本部と「ホウ�レン�ソウ」を密にし支部同窓会員への周知
徹底を図り酪農学園の発展に期する
・�支部同窓会会員のコミュニケーションを深め結束をさらに
図り酪農学園の発展に期する
・�支部同窓会員の協力・支援を仰ぎ、酪農学園の魅力を伝え
ファンを増やし母校に多くの入学希望者・入学者を集め酪
農学園の発展に期する
・�積極的に四国からSNS発信を行い酪農学園の発展に期する
・�地方公共団体との酪農協力支援、空港・駅など宣伝掲示の
ための資金集めに協力し酪農業の振興、酪農学園の発展に
期する。

同窓会　役員の横顔
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酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校同窓会　活動内容
【新役員体制】
　2022年度は５年に１度の定期総会年度でした。新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、今回は書面による代議員総会
といたしました。会計監査報告や議案に対して、質問・意見
はなく、承認されました。代議員の皆様、ご協力ありがとう
ございました。
　この総会をもちまして、約20年の長きにわたり会長を務め
ていただきました浅野 政輝 氏が退任となり、新たに首藤 恵 
氏が会長に就任いたしました。また、あわせて役員の改選を
行いました。どうぞよろしくお願い申し上げます

会　長　　：首藤　　恵
副会長　　：榎本　卓史、野原　康一、永田　　光
事務局長　：伊藤　俊文
事務局次長：桂川　育美、加藤　由郎
書　記　　：村山　晶子、長畑仙太郎、飯島　良太
会　計　　：岩﨑　正行、永木絵美理
監　査　　：池浦　早苗、渕田　彩香
顧　問　　：伊藤　有輝 先生、久保木　崇 先生

【最近の同窓会事業】
　2022年度卒業生（第32期生）が、2023年３月１日に卒業
しました。全日制課程では、久しぶりに「同窓会入会式」を
執り行い、クラス幹事の紹介や、会長から激励のメッセージ
が送られました。また、同窓会から全日制課程・通信制課程
ともに卒業記念品が贈呈されました。2023年度も予定通り実
施されることを願っています。
　コロナ禍で動き
に遅れがありまし
た が、 開 校30周
年事業として、高
校の３つの外郭団
体（PTA・教育振
興会・同窓会）に
よる「大型バス」
の 購 入 を 取 り 進
め、2023年 度 か
らスクールバスと
して活用されています。現在は、マイクロバス２台とこの大
型バス１台によって、「平岡・清田線」（札幌市清田区）、「江
別線」（駅から少し距離がある見晴台・ゆめみ野・萌えぎ野地
区など）、「大曲線」（北広島市）があります。路線バスでも導
入されている“今どこを走行しているかがわかるアプリ”も
取り入れられており、冬場も安心して運行されています。
　2023年度は、「全国高等学校総合体育大会（インターハイ
全国大会）」が36年ぶりに北海道で開催され、ソフトボール部、
男子ソフトテニス部、女子ソフトテニス部、バドミントン部、
体操競技部が出場しました。同窓会では、全国大会出場部活
動には助成金を贈呈していますが、北海道での全国大会を記
念して、助成額も増やしてサポートいたしました。各競技会
場には、同窓生の姿も多く、とっても暑いなか、その暑さに
負けない「熱い」声援が送られていました！足を運んでいた
だき、応援してくださった同窓生の皆様、ありがとうござい
ました。
　また、10月には硬式野球部が、秋季高等学校野球大会にお
いて、札幌支部ブロック優勝を経て、全道大会（札幌ドーム）
に進出しました。学校では生徒・教員による応援体制を組ん
で試合を盛り上げました。同窓会では応援スティックバルー
ンを作成し、一層、一体感が高まった応援になりました。

【最近の母校のようす】
　酪農学園は2023年に創立90周年を迎えました。８月の平
和礼拝Ⅰには、日本基督教団 野幌教会牧師の福島　義人 先
生を、平和礼拝Ⅱには、日本基督教団　江別教会牧師で、と
わの森三愛高校第三代校長の榮　忍 先生をお招きして行われ
ました。また、高校の収穫感謝礼拝・創立90周年記念礼拝は、
野幌キリスト教学園（のっぽろ幼稚園）の理事長で、とわの
森三愛高校第二代校長の村山　昭二 先生をお迎えし、創設者・
黒澤酉蔵先生が、なぜこの学園を創立したのか、宇都宮仙太
郎先生や佐藤貢先生、現在の雪印メグミルクの源流である「酪
連」の話を織り交ぜながらメッセージをくださいました。

　高校校舎は、何度かの増築を経て現在に至りますが、職員
室がある管理棟や、円形になっている普通教室棟などは、三
愛女子高が西野幌（現在の野幌若葉町）から文京台に移転し
た1979年に建てられたもので、近年のゲリラ豪雨などの際
は、教室窓下のガラス部分から雨漏りもありました。今年度、
管理棟・普通教室棟・礼拝堂の外壁工事が行われ、壁色もクリー
ム色からオフホワイト色になり、すっきりとした感じがしま
す。
　一方、2019年度から「酪農学園大学附属とわの森三愛高等
学校」に名称変更しましたが、生徒玄関の「校名板」はその
ままでした。この外壁工事を機に、1991年３月卒業生から学
校に贈られた校名板に「酪農学園大学附属」の文字も加わり
ました。
　外側だけでなく、教室のなかに目を向けると、昨年から進
めてきた「エアコン」が完備され、猛暑だったこの夏も快適
な環境のもと在校生は学習し、さらには、「短焦点プロジェク
ター」もすべての教室に配置され、国がすすめるGIGAスクー
ル構想とICTに対応した学習内容の深化も図られています。
　これらの環境整備には、同窓生等からの寄付金（酪農学園
基金・酪農学園サポーターズカードへの入会と利用）も含め
て進められてきました。同窓生の皆様には、引き続きご厚志
をお寄せいただければ幸いです。また、酪農学園基金や酪農
学園サポーターズカードの詳細は、高校ホームページでもご
案内しています。

大学附属とわの森三愛高等学校同窓会からのお知らせ
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� 短期大学部同窓会　会長　古川　豊記

短期大学は1950年４月に開学しており、その後野幌機農
自動車学校や女子高等学校、酪農学園大学と次々に設置され、
多数の学部学科の設置が進み、今日の大発展した姿になりま
した。
残念ながら、時代の趨勢とともに機農高校と短期大学部は
廃止されました。短期大学は平成元年に北海道文理科短期大
学に名称が変わり、その後酪農学園大学短期大学部に改称の
後60年を超えた短大は平成24年に廃止に至りました。
私は1964年４月に設置された短期大学第２コースの卒業

（５期）ですが、冬季３年間で農業に従事する者には画期的な
修学の機会であったが設置20年後に廃止となりました。
短大同窓会は短大最後の卒業生が没する2100年位まで存
続させることが、現同窓会の責務と認識しています。
同窓会活動の参加者は高齢者が多く80歳を超えると参加す
る方が少なくなります。
今後はSNSによる呼びかけを行い同窓生の交流の場を拡げ
たいと考えています。
前会長の黒澤敬三氏から会長職を引き継いで２年目になり
ますが、とりあえず札幌地区に在住する同窓生との接触から
始めたいと考えています。
もう一つ課題となるのは運営予算の問題ですが、短大廃止
以降は同窓会費の納入はありません。現在の状況では今後20
年くらいは継続できますが、その後のことを考慮すると早い
機会に財政の構築について検討しなければなりません。
私はSNSのフェイスブックにより、5000人の友達が登録
されていますが、その中に酪農学園同窓生も多数います。数
名の短大同窓生とフェイスブックで交流をしていますが、短
大同窓会存続の是非については存続を希望する同窓生が多い
です。
さて、今日の少子高齢化が短大同窓会に及ぼす影響が出て
いると思います。少子高齢化の影響は短大同窓会に限らず、
酪農学園同窓会全体に及び更に酪農学園大学の存続にも大き
く影響するものと思います。
全国の私立大学の半数は学生数の定員割れに陥っているそ
うです。酪農学園大学も日本の酪農家や他の農家が急速に減

少していることで、応募する学生が減少するのは自然の理で
あります。
短大同窓会は少子高齢化の影響による同窓会活動の弱体化
を回避して、いささかでも酪農学園の運営に資する事が出来
るよう望んでいます。
２枚の写真は、平成25（2013）年に短大同窓会が寄贈し
て建立した石碑で、酪農学園同窓生会館前に設置しています。
一度同窓生会館に来て見てください。

事務局から

� 短期大学部同窓会　事務局長　伊藤　明美

酪農学園同窓会の皆様におかれましては、ご健勝のことお
慶び申し上げます。
2023年５月より新型コロナウイルス感染症が５類に移行
したことから、３年ぶりに「短期大学部同窓会総会」を開催
することができました。
しかし、５類に移行したとはいえ、まだまだ予断を許さな
い状況下のためか、コロナ以前の開催に比べ少人数での開催
となり、少々残念に感じています。2024年度も同様に総会開
催を計画しておりますので、多くの短大卒業生の方々にご出
席いただければと思います。
また、コロナ禍で実施できなかった事業についても、状況
を踏まえ実施できたらと考えています。最後になりますが、
同窓生皆さまの益々のご活躍を祈念いたします。

短期大学部同窓会からのお知らせ
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新型コロナウイルス感染症も季節性インフルエンザと同じ第５類感染症に引き下げられたことから対面での同窓会が活発に
開催されるようになりました。

１．会議の開催
校友会理事会は４月28日（金）に同窓生会館に於いて開催いたしました。校友会理事・代議員会は５月19日（金）新さっぽ
ろアークシティホテルに於いて開催し、コロナ禍で中止していた懇親会も開催し親睦を深めることができました。

２．周年記念同期会について
９月23日（土）18時より新さっぽろアークシティホ
テルに於いて卒業10・20・30・40・50周年記念同期
会が開催されました。コロナ禍のため2020年～2022年
度においては中止のため、今年度（2023年度）を合わ
せた４期合同の開催となり、獣医（独自開催しているた
め）以外の卒業生66名・大学関係者（現教員・元教員等）
16名を合わせた82名が出席しました。普段から交流の
ある仲間を誘い出席した方や長い月日を経過して恩師や
卒業生との再会を果たした方もあっという間に距離を縮
め、昔に戻ったかのような姿が印象的でした。

３．同窓会開催
新型コロナ感染症が第５類感染症に引き下げられたこ
とから、同門会やクラブOB会などが堰を切ったかのよ
うに活動が再開されました。紙面の都合上全ては報告で
きませんので一部ピックアップして報告させていただき
ます。詳細はホームページでご覧ください。

１）第11回酪進会総会
2023年11月３日（金）札幌市「ホテルエミシア」にて、
第11回酪進会総会を開催した。酪進会は、酪農学科家
畜管理・行動学研究室の卒業生の会として1982年に結
成され、４年に１度の総会（冬季オリンピックの年）お
よび毎年卒業生歓迎会、年賀状の会員への送付を中心に
活動を行っている。第10回総会が2018年に開催されて
いるため、本来であれば2022年に総会が開催されるは
ずであるが、コロナ禍のため実施できず、５年ぶりの開
催になった（次回以降は男子ラグビーWCPの年）。
同伴者も含めた元教員および卒業生の参加者は100名
で、現３年生（６名）、４年生（７名）を含む計113名
の総会となった。総会では、物故者（西埜教授、干場教
授含む）の紹介と黙とうの後、新体制の承認が行われた。
さらに、研究室の現状と酪進会会計および活動を森田教
授が報告した。懇親会では、前田会長の挨拶の後、卒業
年次ごとの自己紹介・近況報告があり、最後は出嶋副会
長の閉会の辞に続く酪農讃歌で会を閉じた。

２）ラグビー部OB会60周年記念祝賀会
７月16日（日）、新札幌のホテルエミシアを会場に盛
大に執り行われました。全国から集まったOBと現役、
スタッフ含め総勢100名近い人数で60周年を祝う事が出
来ました。壇上でのスピーチ等、当時の思い出に浸りな
がら次は70周年、80周年にて再び集まりましょうと約
束しました。最後は酪農讃歌で締め、ラグビー部の更な
る発展を祈念しました。

大学同窓会校友会からのお知らせ
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このコーナーは前号から全国各地で活躍する同窓生を地区
支部の事務局長等にご紹介いただいて掲載しています。

東北地区からの推薦
大崎耕土「世界農業遺産」支援プロジェクトの学びから
� 宮城県南郷高等学校　校長　匹田　哲弥氏
� 大学酪農学科23期　1985年度卒

この取り組みは少子
化等地域社会が抱える
学校問題について南郷
高校での具体的な事例
であり、大崎耕土とい
う特異的な支援プロ
ジェクトとしての実践報告です。

活動テーマは「小規模・少人数だからできる学校経営」
【ボランティア活動による生徒の育成】
１年目　とどけよう　花と笑顔と南郷魂。
２年目　魅せましょう　未来につなぐ南郷の心。
３年目　歩き出そう！南郷高の　誇りを糧に！
４年目　少人数　新時代をつなぐ　南郷高の挑戦。

概要は創立90年を令和３年に迎えた伝統ある南郷高校にお
いて、令和９年には近隣高校との統廃合が決まっている。こ
うした状況下で「大崎耕土世界農業遺産支援プロジェクト」
を実践した。
（＊大崎耕土とは「江合川」「鳴瀬川」の流域に広がる水田農
業地帯で、東北の季節風『やませ』による冷害や、渇水・洪
水などの問題を厳しい自然環境下で食料と生計を維持するた
め、「水」の調整に様々な知恵や工夫を重ね発展してきた大地
で、平成29年度に世界農業遺産に登録されており、「未来に
つなぐ生きた遺産」。）

１年目の活動は大崎耕土の学習や害獣防護棚設置、大崎耕土
のジオラマ作成や除雪体験。
２年目の活動は、大崎耕土の水利用学習等、佐渡の世界農業
遺産視察や鬼首菜栽培、鳴瀬川流域調査等
３年目の活動は、大崎耕土の水利用学習等、佐渡の世界農業
遺産視察や鬼首菜栽培、鳴瀬川流域調査等
４年目の活動は、大崎耕土の水利用学習等、静岡の世界農業
遺産視察や鬼首菜栽培、鳴瀬川流域調査等

支援活動を振り返り、生徒の変容として目的と内容を理解
し、支援活動から身に付けた自信から校内活動において積極
的に行動している。自信と有用感や達成感が育成されている。
この支援プロジェクトは三菱みらい育成財団からの助成をい
ただいています。

匹田校長には現在、緑風会（教員OB会）宮城県支部会長
として宮城県高校教員で組織する「伊達な酪農OB会」を毎
年開催していただき、母校支援に協力していただいています。
（宮城県支部事務局長　千葉　隆氏の推薦）

関東甲信越地区からの推薦
� 北畑　光男氏
� （埼玉県上里町在住）大学酪農学科７期　1969年度卒

北畑氏は、埼玉県
支部の副支部長とし
て長く活動されてお
ります。卒業後高校
の教諭として勤務さ
れ、その間も詩の創
作と研究に取り組
み、退職後は、もっ
ぱら詩の世界で活動されております。出版書も数多く、特に
郷土岩手県の詩人「村上昭夫」の研究ではその第一人者とも
いわれ、『村上昭夫著作集（上・下）及び評論集『村上昭夫の
宇宙哀歌』はその世界の人たちに高く評価されています。
2022年発行の「詩人会議９月号」の中で、詩人・翻訳家の
水崎野里子氏が北畑さんの詩集『飢饉考』を紹介し「北畑氏
は日本の現代詩人には珍しいといえるほどの飢えと飢饉と戦
争を堂々と書く詩人である」と述べ、さらに1845年に始まる
アイルランドの大飢饉を題材とした「『ノーベル文学賞受賞詩
集シェイマス・ヒーニーの「北」』に匹敵する詩集の見事さに
敬服する」と述べています。そして最後に「一人の日本の詩
人からの、しずかな救いと平和への祈りと、人間のあわれを
地獄と直視するやさしさである。」と結ぶ。
北畑さんの現在の公職は、日本現代詩歌文学館運営協議会
理事・評議員。日本現代詩人会前理事。埼玉詩人会顧問（元
会長）。歴程賞選考委員。農民文学賞選考委員。埼玉文学賞審
査員（詩部門）。県立さいたま文学館「文芸埼玉」編集委員長。
村上昭夫研究「雁の声」主宰。上里町農地利用最適化推進委員。
主な出版書は、詩集『死火山に立つ』。『とべない蛍』。『あし
うらの冬』（H氏賞候補）。『飢饉考』（H氏賞候補）。『救沢まで』
（第３回富田砕花賞）。『文明ののど』（第35回埼玉文芸賞）。『死
はふりつもるか』（第13回埼玉詩人賞）。『北の蜻蛉』（第19回
丸山薫賞）。『合歓の花』（現代詩人賞候補）。『背の川』（現代
詩人賞候補）。評論『村上昭夫の宇宙哀歌』（第14回日本詩歌
句協会・随筆評論部門優秀賞）。編著『村上昭夫著作集』上巻・
下巻です。
（埼玉県支部前事務局長　渡會福次郎氏の推薦）

トピックス（北から南から）
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中部地区からの推薦
� 淺井　亮太　氏
� （愛知県動物医療センターもりやま犬と猫の病院　院長）
� 大学獣医学科34期　2002年度卒

推薦理由:24時間365日救急
対応する動物病院として日々奮
闘。保護犬・猫の活動団体とも
協力して病院で譲渡会を開催す
るなど、人と動物が幸せに暮ら
せる環境作りに尽力されている。
５年ほど前からさまざまな事
情によって保護された、犬や猫
の里親を探す譲渡会。院内の会
議室を会場として提供し、現在
４団体が譲渡会を開催。
（愛知県支部事務局　春日井　晃豊氏の推薦）

sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

７月１日千葉県支部総会での講演会から
� 石村　行弘先生（千葉県富津市在住）
� 同窓会千葉県支部副会長、千葉県安房拓心高等学校
� 大学酪農学科23期　1985年度卒

昨年10月開催の第12回全国和牛能力共進会において、千葉
県安房拓心高校が特別区優秀賞を受賞した。
繁殖牛「しらぎくひめ」を種牛として誕生させるまでの高
校の取り組みと地域での和牛造りを紹介。酪農がご専門の先
生が高校設立100周年のメモリアル年に地域農家の支援（母
牛寄贈）を受けての初参加での快挙。次回の2027北海道全共
での活躍が楽しみとのことです。

sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

９月22日掲載の日本農業新聞社会面から
� 田中　里佳先生（岐阜県飛騨市在住）
� 大学循環農学類９期　2022年度卒

高校牛児　母校に帰るー和牛甲子園最優秀賞メンバー教員
となり後進指導ーの見出しで岐阜県立飛騨高山高校を紹介。
2019年に本学に入学し、循環農学類では農業科教育ゼミ

（飛谷准教授）に席を置き、在学中に家畜人工受精師等を取得。
（母校の飛騨高山高校
の３年時に、和牛肥育の
技術を競う「2019和牛
甲子園」の総合評価部門
で最優秀賞を受賞してい
る。）。
現在母校では動物科学
科で副担任、進路指導等
を担当。今年の「和牛甲
子園」に出場予定。「飛
騨牛」に携わる人材を育
てたいとの思いが強い。

近畿地区からの推薦
� 京都府立農芸高校　村西　　聡先生
� 大学獣医学科27期　1995年度卒

令和５年４月２日、岡山県真庭市開催の中国地区ブラック
＆ホワイトショウで総合１位のグランドチャンピオン受賞。
令和５年４月13日～15日　静岡県御殿場市開催の第10回
全日本ブラック＆ホワイトショウでリザーブ　グランドチャ
ンピオン受賞。国内最高峰の審査会５度目の挑戦で快挙。
８月19日開催の高校生の生物研の発表会「サイエンス
ファーム2023」（酪農学園大学運営）でデータ活用による計
画的酪農経営発表。
10日２日JA全農練乳を使ったレシピコンテスト全農賞受
賞。
（兵庫県支部事務局長　河野雅晴氏の推薦）

sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

九州地区からの推薦
� 原口　三徳氏（長崎県諫早市在住）
� 大学酪農学科20期　1982年卒

1983年４月、長
崎県の農業高校教
員として島原農業
高校を振り出しに、
県内３校、計38年
間教員生活を過ご
され、途中、長崎
県農林部、県立農
業大学校で８年間
勤務されました。
2021年３月に西彼農業高校の校長で退職された後、思い出
の新任地である島原農業高校で再任用として２年間勤務され
ました。
なお、今春より、これまでの経験を活かし、地元での地域
振興を進めていくと共に、母校である酪農学園大学入試専門
員として、学生募集のため九州内の高校を走り回り、一人で
も多くの未来の後輩に出会うため、日々、活動されています。
（九州地区長崎県支部事務局　久保達彦氏の推薦）

トピックス（北から南から）
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【快挙】第10回全日本B&Wショウで
最優秀学校賞および

ベストリードマン独占！！

【アグリクリエイト科機農コース】
ホルスタイン種の改良成果を競う全日本B&Wショウが４

月14日から静岡県御殿場市で行われました。
この大会は、５年に１度開かれ今回で10回目となりました。
本校は、見事最優秀学校賞を頂きました。
また、リードマンコンテストでは、ベストリードマンに
高校二年生以下の部　田中　一颯さん（２年１組）
高校三年生以上の部　新海　市郎さん（３年１組）
一般レディースの部　新海　益美さん（本校卒業生）
が選ばれました。
日頃の取り組みの成果が表れたのだと思います。本当にお

めでとうございます。（公式HPから転載）

sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

【硬式野球部】全道大会初勝利！！
全道ベスト８ 初札幌ドームで

全校応援想い実る！！

秋季全道大会に初出場した硬式野球部が20日、札幌ドーム
にて札幌大谷高校と対戦しました。

全校応援の後押しを受けて、5-1で勝利を掴み、３季を通
じて、道大会で初勝利を挙げ、ベスト８に入りました。惜し
くも次の準々決勝では、東海大札幌高校に敗退しましたが、
選手とスタンドの生徒の一体感と札幌ドームで流れた初めて
の校歌に、多くの生徒が歓喜の声を上げていました。

トピックス（高校・大学HPから）
白樺祭（大学祭）開催

第27回白樺祭が７月１日（土）と２日（日）の両日に開催
され、昨年の6,000名を上回る7,252名の来場者を迎え、大
盛況のうちに終了しました。

白樺祭実行委員会は、今年のテーマを「Memorium」（メモ
リウム）と発表しました。memory（思い出）、rium（空間・場所）
を合わせた言葉です。第27回白樺祭が皆様の思い出に残る空
間になって欲しいという願いが込められています。

サークルや研究室、学生有志による模擬店やフリーマーケッ
ト・展示・独自企画を30団体が出店しました。本学オリジナ
ルのアイスクリームのほか、昨年初めて販売したところ午前
中に完売したソフトクリームが今年も登場し人気を集めまし
た。

また、ゴーダチーズは熟成３カ月、６カ月、９カ月を販売
する初の試みも好評でした。ほかにも、ベーコンやボロニア
ソーセージ、フランクフルトは定番の人気でした。

イベントは牛舎見学・搾乳体験、牛の蹄切りショー、羊と
のふれあいコーナー、乗馬体験、ブルーグラス研究所の野外
演奏のほか、ビンゴ大会４年ぶりの復活に、ジャグラー・コー
ヘーのパフォーマンス、ラパルフェのゲストライブと祭りは
大いに盛り上がりました。
(公式HPから転載）

sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

「2023動物愛護フェスティバル
 in えべつ」を開催

本学動物愛護フェスティバル実行委員会が主催の「2023動
物愛護フェスティバル in えべつ」が９月24日、本学ローン
広場にて行われ、約3,200名がペットとともにイベントを楽
しみました。

今年は「ペットも子どもも大切な家族！みんなが安心して
暮らせる環境を作りましょう！」をテーマに、38ブースが出
展しました。

また、2006年から本学を会場に、江別市小動物開業獣医師
会が中心となってイベントを運営していましたが、今年から
同会より引き継ぐかたちとなり、はじめてのクラウドファン
ディングに挑戦しました。その結果、目標金額を達成し、こ
の先２年間の継続的な開催費用を確保することができました。
(公式HPから転載）
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篠原 功先生を偲ぶ　代議員　小阪　進一  

篠原先生は強い信念を持つと同時に、弱い立場の人には常
に優しい方でした。思い出のいくつかを述べます。

1986年に完成した実験圃場共用施設（温室、実験棟、車庫、
農機具庫）は、当時の若手教員によって計画・設計されました。
口角泡を飛ばす激論を重ねて作られた案は、大幅な予算削減
に伴う施設の縮小など何度も変更を求められましたが、先生
は諦めずに学園関係者と話し合い、私たちの案に近づけてく
ださいました。また、食品衛生管理者・監視員の任用資格の
再審査の時は、かなり高い壁が設けられ厳しい状況に追い込
まれましたが、先生が直接、厚生労働省、文科省と掛け合い
存続させました。教授会では、ついつい黙認しがちな議案に
対して、歯に衣を着せぬ正論を述べ、我々に活を入れてくれ
ました。

最近、他大学でも行われるようになったホームカミングデー
は、北海道の大学では本学の歴史が最も古く、第１回から篠
原先生がお一人で、手作りで始めた事を忘れてはならないと
強く感じています。酪農学園にとって惜しい先生のお一人で
す。

山谷繁男先生を偲ぶ　代議員　加藤　由郎  

「こんにちはー、マスターコーヒーちょうだい」
山谷先生と卒業生のところ（大抵は牛舎なのだが）へ行くと、

いつもこんな挨拶から再会し、時間が一気に戻る。
そのおじさん達（失礼をお許しください）は先生の顔を見

ると、生徒に戻ったかのような屈託のない笑顔で近況を語り
合う。そして、先生は整体を施し、人さらい（入学募集）に
来たと言う。「山谷さんに言われちゃあ仕方がないなぁ」と、
何人もとわの森へ入学してもらった。

機農寮舎監で入職し、運転好きなこともあり、山谷先生の
お付きとして、道内各地へ旅をした。おかげで在の道は詳し
くなり、たくさんの卒業生とお会いすることができた。
「がはははっ」先生の笑い声が今でも頭の中で聞こえてくる。

山谷Ⅱ世となって今度は自分がその役割を担うことができれ
ばと思う。

ホームカミングデー開催報告

今年のホームカミングデーは学校法人酪農学園創立90周年
記念事業の一環として記念礼拝・記念講演が以下のとおり開
催されました。

酪農学園創立90周年記念礼拝・記念講演会は９月23日
（土）、黒澤記念講堂を会場に、生徒・教職員、同窓生など約
200名が参加して行われました。

記念礼拝は岩井事務局長の司会で開会し、朴美愛宗教主事
の司式により進行した。讃美歌352番、聖書朗読義後に、昨
年７月以降にご逝去された同窓生、旧職員一人一人のご芳名
を司会者が紹介した。

その後、朴主事から「命に通じる歩み続ける道」～「三愛主義」
と「健土健民」に基づく教育の使命～と題しての奨励が行わ
れた。

記 念 講 演 は、 侍
ジャパンヘッドコー
チの白井一幸氏を迎
え「強い組織の作り
方について」と題し
て90分 の 講 演 を い
ただき、野球部生徒
や同窓生に語り掛け
ながら秘話や冗談も交え、会場には時折笑いが沸き起こるな
ど、終始和やかな雰囲気でした。

内容はチームビルディングにおける目標・目的の設定やチー
ム全員の共有や、役割と責任を全うすること、人間の本質や

ファンとの関係な
ど、さまざまな視
点からご講演いた
だいた。

謝辞では７月よ
り就任した髙島英
也理事長より、講
演内容の意を汲み
取り、創立者黒澤

酉蔵翁の紹介とともに、当時の情熱に燃え動き回っていた頃
の思いを現代に蘇らせることの重要性を訴え、全員がリーダー
となって行動することで最適な組織が出来上がるという考え
を述べて講演者への謝辞とした。

閉会後は、酪農学園同窓会の加藤清雄会長と酪農学園同窓
会校友会の野英二会長が同窓生等と恒例となっている中央館
屋上見学を行い、変わりゆく景色に思いを馳せました。

単位同窓会・地区支部同窓会（追悼）
　事務局にご報告いただいた同窓生の訃報を記載い
たします。なお、同窓会活動にご尽力いただいた役
員や地区支部長等をご紹介させていただきます。

同窓生お悔やみ欄
（2022.7.2）から（2023.9.22）の間にご逝去された方々を掲載。（敬称略）

大学酪農　安東　和彦、齊藤　賢一、篠原　　功、田中　　致
　　　　　流　　　博、廣澤　　隆、山谷　繁男
大学農経　五十嵐雅弘、高橋誠一郎、橋本　義光、山本　庸敏
大学獣医　江副　大輔、大島　克也、岡田　康子、笠木みどり
　　　　　川向　修司、小松　保文、鳥居　忠善、錦戸　正己
　　　　　深井　賢次、宮田　修二、森崎　保明、渡邊　正信
短期大学　井上　隆憲、佐々木幸雄、平　　和之、綱川　司郎
　　　　　中田　光代
機農酪経　三本木寿文、平田　満夫、藤田　　清
機農高校　天羽　　勉、小原　民雄、黒壁　春夫、杉本　　明
　　　　　宮　　圭司
三愛女子　小倉久美子、成田　光子



〒069-8501
北海道江別市文京台緑町582　　酪農学園同窓会
電話　011（386）1196
FAX　011（386）5987
電子メール：rg-dosok@rakuno.ac.jp

酪農学園同窓会は卒業生を応援します

酪農学園同窓会の皆さまにおかれましては、日頃より、酪
農学園大学社会連携センターの運営等に格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。

大学の使命である「教育」「研究」「普及」の三本柱のうち、
社会連携センターでは「普及」の役割を担い、本学が持つあ
らゆる知的資源・人的資源を活用して、世界や地域と結びつ
きを深めると同時に広く社会に貢献するため、国際交流課・
地域連携課の２課体制で諸事業を展開しております。また、
2021年度に創設した「酪農学園基金」の運営も社会連携セン
ターで行っており、2022年度には66,273千円の寄付金を賜
り、厚く御礼申し上げます。

いただいたご寄付は酪農学園大学および酪農学園大学附属
とわの森三愛高等学校における学生・生徒に対する支援や教
育環境の整備、教育研究支援に活用させていただきました。

同窓生、教職員OB・OGの皆さまにおかれましては、引き
続き、本学の発展にご理解とご賛同をいただき、これまで以
上にご支援とご協力を賜りますよう心からお願い申し上げま
す。

最後にイベント出展についてお知らせいたします。牛乳や
乳製品の消費拡大と、酪農学園大学の魅力を広い世代の方々
に伝えることを目的に、「ミルク＆ナチュラルチーズフェア」
に下記の日程で出展いたします。出展内容等、詳細が確定次第、
当センター HP等でお知らせいたします。

社会連携センターでは、酪農学園大学が持つあらゆる知的・
人的資源を活用し、広く社会に貢献する事業を展開してまい
ります。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上
げます。（地域連携課 課長 野村正裕）

ミルク＆ナチュラルチーズフェア2024（予定）
日時：2024年１月20日（土）、21日（日）
　　　10：30～19：30
場所：丸井今井札幌本店　大通館９階催事場
ＨＰ：https://ext.rakuno.ac.jp
※ やむを得ず出展を中止する場合がございますので、ご了承

くださいますようお願いいたします。

酪農学園からのお知らせ

お年玉プレゼント抽選結果のお知らせ
　今年度の当選番号は以下のとおりです。
　封筒記載の氏名後の固有番号（10ケタ）と以下の当選番号

（10ケタ）を照合して下さい。
　一致しましたら、同封の「受取人払郵便」葉書の通信欄に
当選番号を転記ののち、郵便番号・氏名・自宅住所・電話番号・
e-mail、コメントをご記入のうえ、投函願います。
　締切日は2024年２月末日必着といたします（なお、お申込
のない当選番号は無効となります）。
　当選者へは酪農学園製造「健土健民バター」（右下図参照）
３個入りをお送りいたします。発送をもって当選確認とさせ
ていただきます。
　抽選は各単位同窓会役員が行いました。

〇今年度の当選番号は以下のとおりです。
（大学2A　短大２F　高校２G/ ２H/ 2I）
2A00651183　　2A20801010　　2F00934151
2A00783143　　2A21014033　　2G00900144
2A00791268　　2A21161047　　2G11101049
2A00821212　　2A21161127　　2G11201046
2A00871041　　2A21351230　　2G11501123
2A00913138　　2A21352506　　2G12001288
2A19801025　　2A21451076　　2H00631132
2A19912082　　2A21651086　　2H00821032
2A20111185　　2A21852041　　2I00611047
2A20501250　　2F00574055　　2I00621183
2A20512104　　2F00705069　　2I00741201
2A20602041　　2F00914114
2A20612136　　2F00928020
＊ なお、上記の当選番号一覧は酪農学園同窓会HPにも掲載し

ますので、ご利用下さい。同窓会HPには上記のQRコード
からも入れますのでご活用願います。

◆2024年度第31回ホームカミングデー予告◆
　第31回を迎えるホームカミングデーは、酪農学園主催で以
下の日程で開催予定です。（変更もあり）
　詳細は、酪農学園＆酪農学園同窓会HP等でお知らせします。
多数の同窓生のご参加をお待ちしております。当日は同窓生
や教職員の永眠者追悼礼拝も予定しています。

記
開催日時：2024年７月予定
会　　場：黒澤記念講堂　他
内　　容：記念礼拝：物故者追悼含む
　　　　　記念講演：講師「未　定」

編集後記
　表紙のイラストは和歌山県支部長澤竹孝幸氏作です。
　澤竹先生の研究室はこの同窓生会館内にあったとのことで
す。（この建物には家畜飼料学（楢崎教授）、酪農微生物学（松
井教授）の研究室がありました。）
　新年が皆様にとって良い年でありますように。

同期会等開催のお願い
　酪農学園同窓会では同期会（クラス会）、ゼミ、部活、寮等の
同窓会開催について、高校、短大、大学の同窓生が10名以上集
う場合は１万円の助成金が助成されますのでご活用をお願いし
ます。また「同窓会だより」掲載をご希望の方はお近くの支部
事務局長か本部事務局までご連絡をお願いします。

HP：https://rakuno.org/
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